
JP 2017-535209 A 2017.11.24

10

(57)【要約】
ホームオートメーションシステムにおいてシーンを定義
し起動させるための教示が提供される。一実施形態では
、ホームオートメーションシステムの現在の状態と最後
のメディアクエリに基づいてユーザ定義シーンが自動的
にキャプチャされる。複数のサービスについてホームオ
ートメーションシステムの現在の状態が自動的にキャプ
チャされて一組の状態が構築され、該一組の状態は、複
数の異なるタイプの装置により提供される複数のサービ
スの状態を含み、該複数の異なるタイプは、オーディオ
／ビデオ（A/V）装置、照明装置、冷暖房空調（HVAC）
装置、セキュリティ装置、ブラインド制御装置、省エネ
ルギー装置、又は通信装置のうちの２つ以上を含む。ホ
ームオートメーションシステムにより実行された最後の
メディアクエリもまたキャプチャされる。それら両者か
らユーザ定義シーンが生成される。該ユーザ定義シーン
は格納され、及びそれが起動されるべきことが判定され
た場合に、サービス要求が送信される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホームオートメーションシステムにおける複数のサービスであってその状態がキャプチ
ャされるべき複数のサービスを決定し、
　該サービスについて該ホームオートメーションシステムにおける現在の状態を自動的に
キャプチャして一組の状態を構築し、該一組の状態が、複数の異なるタイプの装置により
提供される複数のサービスの複数の状態を含み、該複数の異なるタイプが、オーディオ／
ビデオ（A/V）装置、照明装置、冷暖房空調（HVAC）装置、セキュリティ装置、ブライン
ド制御装置、省エネルギー装置、又は通信装置のうちの２つ以上の装置を含み、
　前記一組の状態からユーザ定義シーンを生成し、
　該ユーザ定義シーンを前記ホームオートメーションシステムの記憶装置に格納し、
　該ユーザ定義シーンが起動されるべきことを判定し、
　該ユーザ定義シーンの前記一組の状態を再現するよう前記ホームオートメーションシス
テムの前記複数の異なるタイプの装置により提供される複数のサービスを制御する
ことからなる方法。
【請求項２】
　前記ホームオートメーションシステムに関連する建築物の複数の部屋のうち１つ以上の
選択された部屋を決定し、
　前記ユーザ定義シーンを生成することが、前記一組の状態から前記１つ以上の選択され
た部屋の状態について前記ユーザ定義シーンを生成する、
請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記１つ以上の選択された部屋を決定することが、
　　制御装置上で実行している制御アプリケーションのユーザインタフェイスにおいて入
力されたユーザ入力を受信することを含み、該ユーザ入力が、前記１つ以上の選択された
部屋の各部屋の選択を含む、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ホームオートメーションシステムにより提供される複数のサービスのうち１つ以上
の選択されたサービスを決定し、
　前記ユーザ定義シーンを生成することが、該１つ以上の選択されたサービスの状態につ
いてユーザ定義シーンを生成する
ことを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記１つ以上の選択されたサービスを決定することが、
　　制御装置上で実行している制御アプリケーションのユーザインタフェイスにおいて入
力されたユーザ入力を受信することを含み、該ユーザ入力が、前記１つ以上の選択された
サービスの各サービスの選択を含む、
請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記状態がキャプチャされるべき複数のサービスを決定することが、
　　A/V状態がキャプチャされるべき１つ以上のA/Vサービスを決定すること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記状態がキャプチャされるべき複数のサービスを決定することが、
　　照明状態がキャプチャされるべき１つ以上の照明サービスを決定すること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記状態がキャプチャされるべき複数のサービスを決定することが、
　　HVAC状態がキャプチャされるべき１つ以上のHVACサービスを決定すること
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を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記サービスについて前記ホームオートメーションシステムにおける現在の状態を自動
的にキャプチャすることが、
　　該ホームオートメーションシステムのホストコントローラにより維持される状態セン
ターから前記現在の状態をフェッチすること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ホームオートメーションシステムにより実行された最後のメディアクエリを決定し
、該最後のメディアクエリが、オーディオ又はビデオアイテムを示すものであり、
　前記ユーザ定義シーンを生成することが、該最後のメディアクエリを格納することを含
む
ことを更に含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ユーザ定義シーンが起動されるべきことを判定することが、
　　スケジューリングされた所与の時刻に達したことを判定すること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ユーザ定義シーンが起動されるべきことを判定することが、
　　天体的な基準に達したことを判定すること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記ユーザ定義シーンが起動されるべきことを判定することが、
　　カウントダウンタイマが満了したことを判定すること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ユーザ定義シーンが起動されるべきことを判定することが、
　　制御装置上で実行している制御アプリケーションのユーザインタフェイスにおいてユ
ーザ入力が受信されたことを判定することを含み、該ユーザ入力が、前記ユーザ定義シー
ンを起動のために選択するものである、
請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ホームオートメーションシステムの前記複数の異なるタイプの装置により提供され
る前記複数のサービスを制御することが、
　　前記ユーザ定義シーンをロードし、
　　該ユーザ定義シーンにおいて維持されている複数の状態を複数のサービス要求へと変
換し、
　　該複数のサービス要求を発行して前記ホームオートメーションシステムの前記複数の
異なるタイプの装置を制御する
ことを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ユーザ定義シーンにおいて維持されている前記複数の状態を前記複数のサービス要
求へと変換することが、
　　複数のA/V装置の１つ以上のA/V状態を複数のサービス要求へと変換し、複数の照明装
置の１つ以上の照明状態を複数のサービス要求へと変換し、又は複数のHVAC装置の１つ以
上のHVAC状態を複数のサービス要求へと変換すること
を含む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ユーザ定義シーンが最後のメディアクエリを格納し、前記ホームオートメーション
システムの前記複数の異なるタイプの装置により提供される前記複数のサービスを制御す
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ることが、
　　該格納されたメディアクエリについての要求を発行してオーディオ又はビデオコンテ
ンツを再生させること
を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
　プロセッサと、
　該プロセッサに接続され、及びシーンエンジンのためのプロセッサ実行可能命令を格納
するよう構成された、メモリと
を備えた装置であって、該プロセッサ実行可能命令が、その実行時に、
　　複数のサービスについてホームオートメーションシステムにおける現在の状態を自動
的にキャプチャして一組の状態を構築し、該一組の状態が、複数の異なるタイプの装置に
より提供される複数のサービスの複数の状態を含み、該複数の異なるタイプが、オーディ
オ／ビデオ（A/V）装置、照明装置、冷暖房空調（HVAC）装置、セキュリティ装置、ブラ
インド制御装置、省エネルギー装置、又は通信装置のうちの２つ以上を含み、
　　前記一組の状態からユーザ定義シーンを生成し、
　　該ユーザ定義シーンを所与のトリガに応じて起動するようスケジューリングし、
　　該ユーザ定義シーンを格納し、
　　前記トリガに達したことを判定し、
　　前記ユーザ定義シーンを複数のサービス要求へと変換し、及び該複数のサービス要求
を発行して前記ホームオートメーションシステムの前記複数の異なるタイプの装置により
提供される複数のサービスを制御する
よう動作することが可能なものである、装置。
【請求項１９】
　前記ユーザ定義シーンが、１つ以上のユーザにより選択された部屋における前記一組の
状態の複数の状態から生成される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記ユーザ定義シーンが、１つ以上のユーザにより選択されたサービスについて前記一
組の状態の複数の状態から生成される、請求項１８に記載の装置。
【請求項２１】
　前記トリガが、スケジューリングされた時刻、天体的な基準、又はカウントダウンタイ
マである、請求項１８に記載の装置。
【請求項２２】
　命令が格納されたマシン読み取り可能媒体であって、該命令が、１つ以上のプロセッサ
による実行時に、
　ホームオートメーションシステムにおける複数のサービスであってその状態がキャプチ
ャされるべき複数のサービスを決定し、
　該複数のサービスについて該ホームオートメーションシステムにおける複数の現在の状
態を自動的にキャプチャして一組の状態を構築し、該一組の状態が、複数の異なるタイプ
の装置により提供される複数のサービスの複数の状態を含み、該複数の異なるタイプが、
オーディオ／ビデオ（A/V）装置、照明装置、冷暖房空調（HVAC）装置、セキュリティ装
置、ブラインド制御装置、省エネルギー装置、又は通信装置のうちの２つ以上を含み、
　前記ホームオートメーションシステムにより実行された最後のメディアクエリを決定し
、該最後のメディアクエリが、オーディオ又はビデオアイテムを示すものであり、
　前記一組の状態及び前記最後のメディアクエリからユーザ定義シーンを生成し、
　該ユーザ定義シーンを前記ホームオートメーションシステムの記憶装置に格納し、
　該ユーザ定義シーンが起動されるべきことを判定し、
　該ユーザ定義シーンに維持されている複数の状態を複数のサービス要求へと変換し、
　該複数のサービス要求を発行して前記ホームオートメーションシステムの前記複数の異
なるタイプの装置を制御し、
　格納されている前記最後のメディアクエリについて要求を発行して前記オーディオ又は
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ビデオコンテンツを再生させる
よう動作することが可能なものである、マシン読み取り可能媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般にホームオートメーションシステムに関し、特にホームオートメーショ
ンシステムにおけるシーンの使用に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ホームオートメーションシステムは、居住建築及び商業建築の両方で次第に一般的なも
のとなりつつある。かかるシステムは、広範な複数の装置（例えば、オーディオ／ビデオ
（A/V）装置、冷暖房空調（HVAC）装置、セキュリティ装置、省エネルギー（energy cons
ervation ）装置、通信装置、電話装置、及び／又はその他のタイプの装置）の制御、切
替、それら装置とのデータ交換及びその他の相互作用を可能とするものである。しばしば
、ユーザは、ホームオートメーションシステムにおいて、複数の装置を個々に選択してそ
れら装置が実行すべきアクションを指示することにより、所望の複数のアクションを指示
する。例えば、ユーザは、照明器具を選択して、該照明器具のスイッチを入れるべきこと
を指示することが可能である。この種の制御は、比較的限られた数の装置を含むホームオ
ートメーションシステムには妥当なものとなるが、多数の装置を有するシステムでは限界
があることが分かっている。かかるシステムでは、ユーザは、単一の選択又はトリガに応
じた多数の装置の同時制御を伴う一層複雑なエクスペリエンスを所望し得る。
【０００３】
　システムによっては、複数のマクロ又は「シーン」の生成を可能とするものがあり、該
シーンは、その起動時に、複数の装置の集合体を所定の態様で制御することができるもの
である。例えば、シーンは、朝の起床条件のためにプログラムすることが可能であり、該
シーンは、その起動時に、ベッドルーム内の照明を明るくし、低音量でBGMを流し、ブラ
インドを開け、浴室の照明をオンにする、といったことをホームオートメーションシステ
ムに行わせることが可能である。同様に、シーンは、他のタイプのエクスペリエンスのた
めにプログラムすることが可能である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　複数のシーンの使用は、ホームオートメーションシステムにおける制御を強化すること
を可能にするが、そもそも、かかる複数のシーンは一般にプログラムするのが困難であり
時間を要するものである。ホームオートメーションシステムによっては、特定のタイプの
シーンをプログラムするために専用のコードを書かなければならないものがある。何らか
の類のシーン生成用グラフィカルユーザインタフェイス（GUI）を提供する別のホームオ
ートメーションシステムでは、シーンを定義するために、装置の長々としたシリーズとそ
れに対応する複数のアクションの選択を手作業で入力しなければならない。シーンをプロ
グラムする者は、システム構成を詳細に理解し、アクションを行うべき各装置とそのアク
ションが厳密に如何なるものであるべきかを理解し、次いでかかる情報を手作業で入力す
る必要がある。これは、時間を要し、間違いを起こしやすいものである。その結果として
、多くのエンドユーザは、自分自身のシーンを作成せず、その代わりに限られた数の一組
の既に利用可能なシーン（例えば、ホームオートメーションシステムで予め定義されてい
るシーン、又は初期システム設定の一部として設置者によりプログラムされたシーン）に
依存し、又は装置の個々の制御に依存することとなる。
【０００５】
　したがって、ホームオートメーションシステムにおけるシーンをエンドユーザが容易に
定義し起動することを可能にする改善された技術が必要とされている。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　ホームオートメーションシステムにおけるシーンをエンドユーザが容易に定義し起動す
ることを可能にする技術が提供される。一実施形態では、ホームオートメーションシステ
ムの現在の動作状態の特徴の「スナップショット」を有効に取得するように該ホームオー
トメーションシステムにおけるサービスの現在の状態からユーザ定義シーンがキャプチャ
される。シーンを定義するために、サービスの現在の状態を自動的にキャプチャして一組
の状態を構築することが可能である。更に、現在再生中（又は最後に再生した）メディア
アイテム（例えば、歌曲、アルバム、プレイリスト、映画など）を示す１つ以上の最後の
メディアクエリをキャプチャすることが可能である。ユーザは、関心のある１つ以上の部
屋を選択し、及び、各部屋毎に、関心のある１つ以上のサービスを選択することが可能で
ある。次いで、該関心のある部屋及び／又はサービスに関する該現在の状態及び該最後の
メディアクエリからシーンを生成することが可能である。ユーザ入力に応じて該シーンに
対する必要な修正が施された後、該シーンを持続的に格納することが可能である。その後
、所定のスケジュール又はユーザによる起動に応じて前記ユーザ定義シーンを起動して、
該ユーザ定義シーンの前記一組の状態を再現（replicate）するように前記ホームオート
メーションシステムにサービスの制御及びメディアアイテムの再生を行わせることが可能
である。
【０００７】
　「課題を解決するための手段」で説明したもの以外に様々な更なる特徴及び代替的な実
施形態を実施することが可能であることが理解されよう。「課題を解決するための手段」
は、読者に対する簡単な導入を意図したものに過ぎず、及び本書で言及する実施形態が本
開示の全ての特徴を網羅するものであること又は本開示の不可欠な又は本質的な特徴を有
するものであることを示し又は示唆するものではない。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】特定の建築物（例えば、住宅建築物又は商業建築物）に関する複数の装置を制御
するよう動作することが可能なホームオートメーションシステムの例示的なアーキテクチ
ャを示すブロック図である。
【図２】シーンを維持するためにシーンエンジンにより使用することが可能な例示的なシ
ーンオブジェクトを示すブロック図である。
【図３】ホームオートメーションシステムにおけるサービスの現在の状態に基づいてユー
ザ定義シーンを自動的にキャプチャするための例示的な一連のステップを示すフローチャ
ートである。
【図４Ａ－４Ｍ】現在の状態に基づくユーザ定義シーンの自動的なキャプチャに関する制
御装置上の制御アプリケーションのユーザインタフェイス（ＵＩ）の例示的なスクリーン
ショットである。
【図５】ユーザ供給状態に基づくユーザ定義シーンの生成のための例示的な一連のステッ
プを示すフローチャートである。
【図６Ａ－Ｋ】ユーザ供給状態に基づくユーザ定義シーンの生成に関する制御装置上の制
御アプリケーションのＵＩの例示的なスクリーンショットである。
【図７】ユーザ定義シーンを適用するための例示的な一連のステップを示すフローチャー
トである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
[ホームオートメーションシステムの実例]
　図１は、特定の建築物（例えば、住宅建築物又は商業建築物）に関する複数の装置を制
御するよう動作することが可能なホームオートメーションシステム100の例示的なアーキ
テクチャを示すブロック図である。該システム100の核となるのが、１つ以上の装置コン
トローラ110及びホストコントローラ140である。該１つ以上の装置コントローラ110は、
様々な相互接続された装置120-132間で信号を切り替え及びそれら装置に低レベル制御を
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提供するよう動作する。該ホストコントローラ140は、装置コントローラ110の動作を制御
し及び監視し、並びに、ユーザインタフェイス（ＵＩ）による翻訳（interpretation）、
システム管理及び監視、及び／又は高レベル制御機能を提供する。ホームオートメーショ
ンシステム100との対話のためのＵＩは、様々なタイプの制御装置150上でユーザに対して
表示することが可能である。
【００１０】
　より詳細には、装置コントローラ110は、存在する様々な装置120-132に対して、Ｎ×Ｎ
スイッチング、オーディオ及びビデオ処理、装置制御、及びその他の管理機能を提供する
ことが可能である。該装置120-132は、オーディオ及び／又はビデオ信号の出所となるソ
ース装置にカテゴライズされたA/V装置120（例えば、メディアサーバ、ケーブルテレビ用
チューナー（cable box）、ディジタルビデオディスク（DVD）プレーヤ、メディアプレー
ヤなど）、オーディオ及び／又はビデオ信号を操作する処理装置（プリアンプ、ディジタ
ル信号プロセッサ、アンプなど）、及びオーディオ及び／又はビデオ信号を出力する出力
装置（例えば、テレビ、スピーカ、プロジェクタなど）を含むことが可能である。該装置
120-132はまた、照明装置122（例えば、照明コントローラ、キーパッド、ランプモジュー
ルなど）を含むことが可能である。更に、１つ以上の自動温度調節装置、サーモスタット
、センサなどを含む冷暖房空調（HVAC）装置124を配設することが可能である。モーショ
ンセンサ、監視カメラ、ホームヘルスケアセンサ、及びそれらに関連するコントローラな
どを含むセキュリティ装置126を装置コントローラ110に接続することも可能である。更に
、モータ駆動式ブラインド（window shades）、モータ駆動式シャッター（window blinds
）、及びそれらに関連するコントローラなどを含むブラインド制御装置128を配設するこ
とが可能である。１つ以上のエネルギーモニタ、変流器、電圧センサなどを含む省エネル
ギー装置130を配設することが可能である。更に、構内電話交換機（PBX）、ゲートウェイ
、ハンドセット、及びその他の装置を用いた、電話、インターホン、及びその他の関連す
る機能を提供する通信装置132が存在することが可能である。
【００１１】
　ホストコントローラ140は、典型的には、ソフトウェアを実行してデータ構造からのデ
ータを操作するよう構成されたプロセッサ、及び該ソフトウェア及び該データ構造を格納
するための記憶場所を含む記憶装置（例えば、持続性又は揮発性メモリ、ハードディスク
、SSD（Solid State Drive）など）を含む。該データ構造は、コンフィギュレーションデ
ータベース（例えば、SQL（Structured Query Language）データベース等のリレーショナ
ルデータベースとして構築されたもの）190を含むことが可能である。該コンフィギュレ
ーションデータベース190は、論理表現を使用してホームオートメーションシステム100及
びその装置120-132のコンフィギュレーションを記述すること並びに他のタイプの情報を
維持することが可能である。前記ソフトウェア及び前記データ構造はまた、ホームオート
メーションシステム100の現在の動作状態を記述する情報を格納する状態センター192を含
むことが可能である。該動作状態は、装置120-132により提供される複数のサービスの複
数の離散的な状態として表す（例えば、オン又はオフ等の情報を示すブール値、程度（de
gree）又は音量等の情報を示す数値、又はその他のタイプの情報を示すその他のタイプの
値として表す）ことが可能である。ホストコントローラ140上のソフトウェアは、制御装
置150と協働し並びにコンフィギュレーションデータベース190及び状態センター192と対
話して「ユーザ定義シーン」を管理するシーンエンジン194を含むことが可能である。本
書で用いる場合、用語「ユーザ定義シーン」とは、特定の状態をとり及び／又はエンドユ
ーザにより所望されることが指示された特定のメディア時間を再生する、複数のサービス
を提供する、複数の装置によって引き起こされる所与の建築物の一部内でのマルチメディ
アエクスペリエンスを意味する。ユーザ定義シーンの生成、メンテナンス、及び起動に関
する更なる詳細については以下で説明することとする。
【００１２】
　制御装置150は、モバイル装置152、リモコン装置154、デスクトップコンピュータ（例
えば、PC）といった様々な形態をとることが可能である。本書で用いる場合、用語「モバ
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イル装置」とは、汎用オペレーティングシステムを実行し身に着けて搬送されるよう構成
された汎用的な電子装置を意味する。タブレットコンピュータ（例えば、iOS（登録商標
）オペレーティングシステムを実行するiPad（登録商標）タブレット）及びスマートフォ
ン（例えば、iOS（登録商標）オペレーティングシステムを実行するiPhone（登録商標）
スマートフォン又はAndroid（登録商標）を実行するAndroid（登録商標）スマートフォン
）等の装置は、モバイル装置とみなされる。デスクトップコンピュータは一般にモバイル
装置とはみなされない。本書で用いる場合、用語「リモコン装置」は、ホームオートメー
ションシステム又はその一部を制御するよう構成されたポータブル専用電子装置を意味す
る。典型的には、リモコン装置は、汎用的な操作には適さず、１つ以上のタイプのホーム
オートメーションシステムで動作するよう構成されたものである。
【００１３】
　制御装置150は、そのタイプにかかわらず、典型的には、ソフトウェアを実行してデー
タ構造からのデータを操作するよう構成されたプロセッサ、及び該ソフトウェア及び該デ
ータ構造を格納するための記憶場所を含む記憶装置（例えば、持続性又は揮発性メモリ、
ハードディスク、SSDなど）を含む。更に、制御装置150は、典型的には、ディスプレイス
クリーン（例えば、タッチセンサ式ディスプレイスクリーン）を含む。制御装置150はま
た、ポータブル電源（例えば、バッテリー）、ワイヤレス通信インタフェイス、入力装置
（例えば、ボタン、カメラ、方位センサなど）といった様々な他のタイプのハードウェア
を含むことが可能である。
【００１４】
　複数の制御装置150の各々は、ＵＩをユーザに提示し及び（例えば、ワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（WLAN）等のワイヤレス接続を介して）制御コマンドを中継してホ
ストコントローラ140へ送り返すアプリケーション（例えば、制御アプリケーション160）
を実行することが可能である。該制御アプリケーション160は、制御ソフトウェア開発キ
ット（SDK）162（その機能の中でもとりわけ、コンフィギュレーションデータベース190
及び状態センター192に対する照会及びシーンエンジン194との対話を行うための方法を提
供するもの）を利用することが可能である。場合によっては、コンフィギュレーション情
報及び／又は状態情報のローカルコピーを制御装置150に送信（例えばダウンロード）し
て該制御装置150上で維持することが可能である。例えば、コンフィギュレーションデー
タベース190のローカルコピーを制御装置150上で維持することが可能である。制御SDK162
は、ローカル版の情報が旧くなったとき（又はローカル版が存在しない場合）を検出し、
及び更新された情報をホストコントローラ140から取得することを責務とすることが可能
である。
[論理表現の実例]
　コンフィギュレーションデータベースは、様々な異なるタイプの論理表現を使用して、
ホームオートメーションシステム100及びその装置120-132のコンフィギュレーションを記
述することが可能である。例えば、該論理表現は、とりわけ、「部屋」、「コンポーネン
ト」、「サービス」、及び「サービス要求」を含むことが可能である。
【００１５】
　ここで、「部屋」とは、ユーザが１つ以上のホームオートメーション活動（activities
）に参加することが可能な所与の建築物の一部を意味する。１つの「部屋」は、該建築物
内の物理的な１つの部屋又は別の所与の空間の一領域に対応することが可能である。
【００１６】
　「コンポーネント」とは、ホームオートメーションシステムの制御下にある装置を意味
する。１つのコンポーネントには、１つのプロファイル（例えば、その装置の能力及び入
出力（I/O）インタフェイスのマシン読み取り可能なマークアップ言語（例えば、XML）に
よる記述）を関連付けることが可能である。
【００１７】
　「サービス」とは、１つ以上の部屋で一人のユーザが参加することができる活動を意味
し、該活動は、所定のユーザエクスペリエンスを提供する複数のコンポーネントの対話を
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伴うものである。例えば、考え得る１つのサービスを、ユーザがケーブルテレビを観る「
ケーブルTV」サービスとすることが可能であり、該ケーブルTVサービスは、特定のコンポ
ーネント（例えば、ケーブルテレビ用チューナ、テレビ、スピーカ、メディアスイッチ（
media switch）、及び受信機）を使用する。
【００１８】
　「サービス要求」（又は要求）は、所与のサービスによりサポートされるコマンドを意
味する。例えば、上述した「ケーブルTV」サービスの要求は、「チャネル増大（channel 
up）」、「チャネル減少（channel down）」、「音量増大」、「音量減少」などとするこ
とが可能である。サービス要求を使用することにより、サービスを制御することが可能で
ある。
[シーンオブジェクトの実例]
　これらの論理表現に基づき、「シーンオブジェクト」においてユーザ定義シーンを維持
することが可能である。図２は、ユーザ定義シーンを維持するためにシーンエンジン194
により使用することが可能な例示的なシーンオブジェクト200を示すブロック図である。
該シーンオブジェクト200は、一意のシーン識別子（ID）202並びにユーザにより提供され
た名前文字列204により識別することが可能である。複数の高レベルデータ構造（例えば
、キー／値の対を格納した辞書）を配設することも可能である。該高レベルデータ構造は
、該データ構造の中でもとりわけ、電源データ構造（例えば、電源辞書）210、音量デー
タ構造（例えば、音量辞書）220、及びサービスデータ構造（例えば、サービス辞書）230
を含むことが可能である。
【００１９】
　電源データ構造210は、装置120-132をユーザ定義シーンによってオンにすべきか、オフ
にすべきか、又は不変のままにすべきかを定義することが可能である。この場合、該電源
データ構造210は、対応する部屋でサービスの電源をオンにすべきかオフにすべきかを示
す指示（例えば、ブール）と共に、A/V装置120を伴う複数のサービスへの複数の部屋のマ
ッピングを含むA/V部屋構造（例えば、A/V部屋キー）212（例えば、A/V装置120を伴うサ
ービスの辞書へとマッピングされた部屋の辞書）を含むことが可能である。部屋がどのサ
ービスにもマッピングされていない場合には、その部屋内の全てのA/V装置120の電源がオ
フにされるべきであるとみなすことができる。所与の部屋がA/V部屋構造212に含まれてい
ない場合には、該部屋内のA/V装置120の電源状態がユーザ定義シーンにより変更されない
ものとみなすことが可能である。更に、電源データ構造210は、ユーザ定義シーンにより
照明装置122の電源が全てオフにされている部屋を示す照明オフ構造（例えば、一連の部
屋）214を含むことが可能である。同様に、電源データ構造210は、ユーザ定義シーンによ
りHVAC装置124の電源が全てオフにされている部屋を示すHVACオフ構造（例えば、一連の
部屋）216を含むことが可能である。
【００２０】
　更に、音量データ構造220は、各部屋毎に音量を定義することが可能である。所与の部
屋の音量が指定されていない場合には、該部屋の音量を不変のままにするものとみなすこ
とが可能である。更に、サービスデータ構造230は、サービスに関連して提供される状態
変化を定義することが可能である。サービスデータ構造230は、コンポーネントによって
キーイングする（keyed）ことが可能であり、及び影響を受ける部屋のリスト及び状態変
化のリストを含むエントリを含むことが可能である。該状態変化のリスト中に状態が挙げ
られていない場合には、不変状態のままとすることが可能である。
【００２１】
　シーンオブジェクト200は、多数のコマンドに応答することが可能であり、かかるコマ
ンドとして、ユーザ定義シーンを削除する削除コマンド、ユーザ定義シーンを直ちに適用
する適用コマンド、スケジューリングされたユーザ定義シーンを起動させるスケジュール
起動コマンド、スケジューリングされたユーザ定義シーンを解除するスケジュール解除コ
マンド、新しいユーザ定義シーンを現在の状態の自動キャプチャから作成するために使用
することができるキャプチャコマンド、新しいユーザ定義シーンをユーザにより供給され
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た状態から作成するために使用することができる作成コマンド、並びに様々な他のコマン
ドが挙げられる。
[シーンの定義]
　シーンオブジェクト200内に維持されるユーザ定義シーンは、多数の異なる態様で（例
えば、シーンオブジェクト200のキャプチャコマンド及び作成コマンドに関連して）定義
することが可能である。一実施形態では、キャプチャコマンドに関連して、ホームオート
メーションシステムの現在の動作状態の特徴の「スナップショット」を効果的に取得する
ための、サービスの現在の状態の自動キャプチャによって、ユーザ定義シーンを定義する
ことが可能である。シーンエンジン194は、（例えば、状態センター192から現在の状態を
フェッチすることにより）サービスの現在の状態を自動的にキャプチャして一組の状態を
構築することが可能である。シーンエンジン194はまた、現在再生中の（又は最後に再生
した）メディアアイテム（例えば、歌曲、アルバム、プレイリスト、映画など）を示す１
つ以上の最後のメディアクエリを（例えば、メディアサーバ等のA/V装置120の保存された
再生アクションにアクセスすることにより）自動的にキャプチャすることが可能である。
ユーザは、（例えば、制御装置150上の制御アプリケーション160のＵＩ中の）関心のある
１つ以上の部屋を選択し、及び該選択した各部屋毎に、関心のある１つ以上のサービスを
選択することが可能である。シーンエンジン194は、次いで、前記１つ以上の部屋につい
ての前記現在の状態及び前記最後のメディアクエリ及び／又は前記サービスから、ユーザ
定義シーンを生成することが可能である。（例えば、制御装置150上の制御アプリケーシ
ョン160のＵＩでの更なるユーザ入力に応じて）前記ユーザ定義シーンに対するあらゆる
必要な修正が行われた後、該ユーザ定義シーンは、コンフィギュレーションデータベース
190内のシーンオブジェクト200内に持続的に格納することが可能である。
【００２２】
　代替的に実施形態では、作成コマンドに関連して、ユーザにより供給された状態に基づ
いてユーザ定義シーンを作成することが可能である。ユーザは、例えば、制御装置150上
の制御アプリケーション160のＵＩを使用して、関心のある１つ以上のサービスを選択し
、その選択した各サービス毎に、該サービスを利用可能とする１つ以上の部屋を選択する
ことが可能である。ユーザはまた、各部屋毎に、（例えば、オン又はオフ等の情報を示す
ブール値、程度又は音量等の情報を示す数値、又はその他のタイプの情報を示すその他の
タイプの値として表された）１つ以上の明示的な状態を供給することが可能である。次い
で、シーンエンジン194は、前記ユーザにより供給された状態からユーザ定義シーンを生
成することが可能である。該ユーザ定義シーンに対して（例えば、制御アプリケーション
160のＵＩにおける更なるユーザ入力に応じて）必要な修正が施された後、該ユーザ定義
シーンは、コンフィギュレーションデータベース190内のシーンオブジェクト200内に持続
的に格納することが可能である。
【００２３】
　シーンを定義するためのかかる技術に関する更なる詳細を以下で説明する。
[ｉ.ユーザ定義シーンの自動キャプチャ]
　図３は、ホームオートメーションシステムにおけるサービスの現在の状態に基づいてユ
ーザ定義シーンを自動的にキャプチャするための例示的な一連のステップ300を示すフロ
ーチャートである。それらステップは、制御装置150上の制御アプリケーション160のＵＩ
400の例示的なスクリーンショットである図４Ａ～４Ｍを参照することにより一層良好に
理解することが可能である。ステップ310で、及び図４Ａに関し、ＵＩ要素402の選択によ
り、現在の状態に基づくユーザ定義シーンのキャプチャが開始する。
【００２４】
　ステップ315で、シーンエンジン194は、キャプチャすべき状態を決定することが可能で
ある。ステップ315は、ホームオートメーションシステムの様々なタイプの装置により提
供されるサービスに関する状態についてのサブステップを含むことが可能である。例えば
、サブステップ316で、シーンエンジン194は、複数のA/V装置120により提供される複数の
サービスのキャプチャすべき１つ以上のA/V状態を決定することが可能である。ステップ3
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17で、シーンエンジン194は、照明装置122により提供される複数のサービスのキャプチャ
すべき１つ以上の照明状態を決定することが可能である。ステップ318で、シーンエンジ
ン194は、HVAC装置124により提供される複数のサービスのキャプチャすべき１つ以上のHV
AC状態を決定することが可能である。同様に、その他のサブステップ（図示せず）で、シ
ーンエンジン194は、その他のタイプの装置により提供される複数のサービスのキャプチ
ャすべき１つ以上のその他の状態を決定することが可能である。ステップ320で、シーン
エンジン194は、それら状態を一組の状態へと統合することが可能である。更に、ステッ
プ325で、シーンエンジン194は、状態センター192からフェッチすることにより該一組の
状態について現在の状態を決定することが可能である。ステップ330で、シーンエンジン1
94は、現在再生中の（又は最後に再生した）アイテムを示す１つ以上の最後のメディアク
エリを決定することが可能である。シーンエンジン194は、メディアサーバ等のA/V装置12
0の１つ以上の保存された再生アクションにアクセスして最後のメディアクエリを取得す
ることが可能である。
【００２５】
　ステップ335で、及び図４Ｂ～４Ｃに関し、関心のある１つ以上の部屋のユーザ選択を
ＵＩ400内で受けることが可能である。部屋を表す１つ以上のＵＩ要素404,406を表示させ
ることが可能である。該ＵＩ要素の選択に応じて、標識408,410は、部屋の選択を確認す
ることが可能である。該１つ以上の選択された部屋は、建築物内の定義された部屋の総数
のサブセットとすることが可能である。ステップ340で、及び図４Ｄに関し、関心のある
１つ以上のサービスのユーザ選択をＵＩ400で受けることも可能である。該ユーザ選択は
、個々の部屋で利用可能なサービスを表すＵＩ400内の１つ以上のＵＩ要素412-418から行
うことが可能である。次いでステップ345で、シーンエンジン194は、該選択された部屋及
びサービスに関する現在の状態及び最後のメディアクエリからユーザ定義シーンを生成す
ることが可能である。図４Ｅに示すように、要約420を表示させることが可能である。ス
テップ350で、シーンエンジン194は、例えば、ＵＩ要素434のアクティブ化に応じて、前
記ユーザ定義シーンをコンフィギュレーションデータベース190内に格納することが可能
である。該ユーザ定義シーンの格納の一部として、ＵＩ要素422でのユーザ入力に応じて
、該ユーザ定義シーンに名前及び／又は写真を関連付けることが可能である。
【００２６】
　ステップ355で、及び図４Ｆ～４Ｋに関し、制御アプリケーション160は、ＵＩ400にお
けるユーザ入力に応じてユーザ定義シーンを修正することが可能である。例えば、ＵＩ要
素424-430におけるユーザ入力に応じて、ユーザ定義シーンを起動させるためのスケジュ
ーリングを行うことが可能である。例えば、ＵＩ要素426におけるユーザ入力に応じて、
一日の特定の時刻に達したときに起動させるようシーンをスケジューリングすることが可
能である。同様に、ＵＩ要素428におけるユーザ入力に応じて、天体的な基準（例えば、
夜明け、日暮れなど）に達したときにユーザ定義シーンを起動させるようスケジューリン
グすることが可能である。同様に、ＵＩ要素428-432におけるユーザ入力に応じて、カウ
ントダウンタイマーが満了したときにユーザ定義シーンを起動させるようスケジューリン
グすることが可能である。ステップ360で、及び図４Ｌに関し、例えば、ＵＩ要素434のア
クティブ化に応じて、更新されたユーザ定義シーンをコンフィギュレーションデータベー
ス190内に持続的に格納することが可能である。その後、図４Ｍに関し、ユーザ定義シー
ンに関するシーンＵＩ要素436を制御アプリケーション160のＵＩ400内に表示させること
が可能である。該ユーザ定義シーンは、シーンＵＩ要素436の選択に応じて又は上述した
スケジューリング基準のうちの１つに応じて起動させることが可能である。
[ユーザ定義シーンの作成]
　図５は、ユーザにより供給された状態に基づいてユーザ定義シーンを作成するための例
示的な一連のステップ500を示すフローチャートである。かかるステップは、制御装置150
上の制御アプリケーション160のＵＩ400の例示的なスクリーンショットである図６Ａ～６
Ｋを参照することにより一層良好に理解することが可能である。ステップ510で、及び図
６Ａに関し、ＵＩ要素602のユーザ選択により、ユーザにより供給された状態に基づくユ
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ーザ定義シーンの作成が開始する。ステップ515で、及び図６Ｂに関し、サービスのユー
ザ選択をＵＩ400で受けることが可能である。該ユーザ選択は、利用可能なサービスを表
すＵＩ400内の１つ以上のＵＩ要素605-618から行うことが可能である。ステップ520で、
及び図６Ｃに関し、部屋の状態のユーザ選択をＵＩ400で受けることが可能である。該ユ
ーザ選択は、ＵＩ400内のＵＩ要素620で行うことが可能である。図６Ｃには単一のＵＩ要
素620しか示していないが、１つのサービスが複数の部屋で利用可能である場合には、複
数の対応するＵＩ要素620を表示して、複数の部屋の状態を個々に選択できるようにする
ことが可能であることが理解されよう。ステップ515,520は、ユーザが完全な一組の状態
の供給を完了するまで繰り返すことが可能である。図６Ｄに示すように、要約622を表示
させることが可能である。更に、サブステップ522で、及び図６Ｅ～６Ｆに関し、何れか
の部屋における何れかのタイプのサービス（例えば、照明サービス）に関し、サービスを
提供する複数の装置（例えば、照明器具）又は複数の装置グループを指示するよう状態の
ユーザ選択を改良することが可能である。図６Ｆには単一のＵＩ要素624しか示していな
いが、サービスを提供することが可能な複数の装置（例えば、複数の照明器具）又は複数
の装置グループが存在する場合には、それらに対応する複数のＵＩ要素624を個々の改良
を可能にすべく表示することが可能であることが理解されよう。
【００２７】
　ステップ525で、シーンエンジン194は、ホームオートメーションシステムにより実行さ
れた最後のメディアクエリ（例えば、アクセスした最後のオーディオ及び／又はビデオコ
ンテンツ）を決定することが可能である。次いで、ステップ530で、シーンエンジン194は
、前記ユーザにより供給された状態及び前記最後のメディアクエリからユーザ定義シーン
を生成することが可能である。ステップ535で、及び図６Ｇに関し、シーンエンジン194は
、ＵＩ要素634のアクティブ化に応じて、該ユーザ定義シーンをコンフィギュレーション
データベース190内に格納することが可能である。該ユーザ定義シーンの格納の一部とし
て、ＵＩ要素626におけるユーザ入力に応じて、名前及び／又は写真を該ユーザ定義シー
ンに関連付けることが可能である。
【００２８】
　ステップ540で、及び図６Ｈ～６Ｊに関し、制御アプリケーション160は、ＵＩ400にお
けるユーザ入力に応じてユーザ定義シーンを修正することが可能である。例えば、ＵＩ要
素628-642におけるユーザ入力に応じて、特定の月の特定の日の特定の時刻に起動するよ
うユーザ定義シーンをスケジューリングすることが可能である。代替的には、天体的な基
準（例えば、夜明け、日暮れなど）に達したとき、カウントダウンタイマーが満了したと
き、又は他の何らかのトリガがアクティブになったときにユーザ定義シーンを起動させる
ようスケジューリングすることが可能である。ステップ545で、及び図６Ｋに関し、更新
されたユーザ定義シーンを、例えば、ＵＩ要素634の選択に応じて、コンフィギュレーシ
ョンデータベース190内に持続的に格納することが可能である。その後、該ユーザ定義シ
ーンのためのシーンＵＩ要素を制御アプリケーション160のＵＩ400内に表示させることが
可能である。該ユーザ定義シーンは、該シーンＵＩ要素の選択に応じて、又は上述した複
数のスケジューリング基準のうちの１つに応じて、起動させることが可能である。
[ユーザ定義シーンの適用]
　（例えば、スケジューリング基準、又は起動のためシーンを選択するユーザ入力に応じ
て）特定のユーザ定義シーンが起動されるべきことが判定されたとき、ホストコントロー
ラ140上のシーンエンジン194は、該ユーザ定義シーンにアクセスし、該ユーザ定義シーン
で維持されている状態と格納済みのメディアクエリとを複数のサービス要求へと変換し、
それらサービス要求を（例えば、装置コントローラ110を介して）発行してホームオート
メーションシステム100の複数の装置を制御することにより、該ユーザ定義シーンを適用
することが可能である。図７は、ユーザ定義シーンを適用するための例示的な一連のステ
ップ700を示すフローチャートである。ステップ710で、シーンエンジン194は、コンフィ
ギュレーションデータベース190から対応するシーンオブジェクト200をロードすることに
よりユーザ定義シーンにアクセスすることが可能である。ステップ720で、シーンエンジ
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ン194は、該ユーザ定義シーンで維持されている複数の状態を、特殊なマッピングロジッ
ク及び複数のデータテーブルを使用して、複数のサービス要求へと変換することが可能で
ある。ステップ720は、ホームオートメーションシステム100の様々なタイプの複数の装置
により提供される複数のサービスに関する複数の状態を変換するための複数のサブステッ
プを含むことが可能である。例えば、サブステップ722で、シーンエンジン194は、複数の
A/V装置120により提供される複数のサービスの１つ以上のA/V状態を特殊なマッピングロ
ジックを使用して複数のサービス要求へと変換することが可能である。サブステップ724
で、シーンエンジン194は、複数の照明装置122により提供される複数のサービスの１つ以
上の照明状態を複数のマッピングデータテーブルを使用して複数のサービス要求へと変換
することが可能である。サブステップ726で、シーンエンジン194は、複数のHVAC装置124
により提供される複数のサービスの１つ以上のHVAC状態を更なる複数のマッピングデータ
テーブルを使用して複数のサービス要求へと変換することが可能である。
【００２９】
　ステップ730で、シーンエンジン194は、格納されている最後のメディアクエリを要求へ
と変換することが可能である。更に、ステップ740で、シーンエンジン194は、ユーザ定義
シーンに関連付けることが可能なユーザにより指定されたあらゆるサービス要求にアクセ
スすることが可能である。ステップ750で、全ての変換され又はアクセスされたサービス
要求を１つの要求セットへと統合することが可能である。ステップ760で、該要求セット
を部屋によって整理する（例えば、順序づけする）ことが可能である。最後に、ステップ
770で、ホストコントローラ140は、該要求セットの該整理された（例えば、順序づけされ
た）複数のサービス要求を（例えば、装置コントローラ110を介して）発行して、ホーム
オートメーションシステム100の複数の装置により提供される複数のサービスを制御する
ことが可能である。
[結論]
　本書で説明した複数の実施形態の思想及び範囲内で様々な適応及び修正を実施すること
が可能であることが理解されよう。幾つかの実施形態は、A/V制御、照明制御、HVAC制御
、セキュリティ制御、ブラインド制御、省エネルギー、及び通信制御を行うことができる
ホームオートメーションシステムを伴うものであったが、本開示の技術は、一層制限され
たシステム、例えば、より少ないタイプの装置（例えば、A/V装置及び照明装置のみ、照
明及びHVAC装置のみなど）を制御することが可能なシステムにも適用可能であることが理
解されよう。
【００３０】
　幾つかの実施形態は、上述した様々な操作を実行するためにシーンエンジン194を使用
するものであったが、シーンエンジン194の操作は、他のソフトウェア及び／又はハード
ウェアにより実施することが可能であることが理解されよう。例えば、該操作の少なくと
も幾つかを、制御装置150上で実行しているソフトウェア（例えば、モバイルアプリケー
ション160）、装置コントローラ110上で実行しているソフトウェア、及び／又はホームオ
ートメーションシステム100の他の何れかの装置上で実行しているソフトウェアにより、
行うことが可能である。同様に、少なくとも幾つかの操作を、ホームオートメーションシ
ステム100と通信可能な状態にあるパーソナルコンピュータ（PC）により行うことが可能
である。様々な異なる構成が実施可能であることが理解されよう。
【００３１】
　更に、ソフトウェアで実行される上述した技術の多くはハードウェアで実行することが
可能であり、その逆もまた同様である。実施態様に応じて、操作を、ソフトウェアで、ハ
ードウェアで、又はその様々な組み合わせで行うことが可能である。ソフトウェアによる
実施形態は、持続性マシン読み取り可能媒体（例えば、持続性コンピュータ読み取り可能
媒体）（例えば、揮発性又は持続性メモリ、ハードディスク、コンパクトディスク（CD）
、又はその他の有形の媒体）に格納されたマシン実行可能命令（例えば、コンピュータ実
行可能命令）を含むことが可能である。ハードウェアによる実施形態は、設定された（co
nfigured）プロセッサ、論理回路、特定用途向け集積回路（ASIC）、及び／又はその他の
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タイプのハードウェア要素を含むことが可能である。更に、ソフトウェア／ハードウェア
の組み合わせによる実施形態は、持続性マシン読み取り可能媒体に格納されたマシン実行
可能命令、並びに１つ以上のハードウェア要素（例えば、プロセッサ、メモリなど）を両
方とも含むことが可能である。一般に、上記説明は単なる一例として解釈されるべきもの
であることが理解されよう。
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